
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
を
4
月

に
見
学
し
た
栃
木
県
那
須
塩

原
市
立
日
新
中
学
校
（
玉
野

陽
一
郎
校
長
）
の
２
年
生
５

人
か
ら
お
礼
の
手
紙
が
届
き

ま
し
た
。
東
京
都
内
の
企
業

や
文
化
施
設
を
訪
問
し
、
働

く
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る

「
総
合
的
な
学
習
」
の
一
環

で
、
生
徒
５
人
が
財
団
を
訪

ね
ま
し
た
。
廣
木(

ひ
ろ
き)

ひ
な
こ
さ
ん
は
「
ベ
ル
マ
ー

ク
が
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
」
と
礼
状
に
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。
井
川
愛

梨(

あ
い
り)

さ
ん
は
「
お
世

話
に
な
っ
た
人
た
ち
に
感
謝

の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に

感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
」

と
、
感
謝
に
つ
い
て
学
ん
だ

こ
と
で
、
自
ら
も
少
し
変
わ

っ
た
様
子
で
す
。

前
田
寧
々
さ
ん
、
後
藤
明

(

め
い)

さ
ん
平
山
空
香(

あ

こ)

さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、

当
日
の
驚
き
や
印
象
を
率
直

に
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
で
開
か
れ
、
大
勢
の
人
が

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
内
で
熊
本
支
援
の
義

援
金
を
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
12
万
５
４
１
１
円
が
集

ま
り
ま
し
た
。
映
画
上
映
会

で
の
義
援
金
と
合
わ
せ
た
17

万
５
６
１
１
円
が
同
日
、
写

真
展
を
主
催
し
た
朝
日
新
聞

社
か
ら
ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
に

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
財
団
は

熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
地
の

学
校
支
援
に
活
用
し
ま
す
。

朝
日
新
聞
記
者
、
カ
メ
ラ

マ
ン
が
撮
っ
た
熊
本
地
震
の

写
真
数
千
枚
か
ら
厳
選
し
た

約
30
点
を
集
め
た
「
熊
本
地

震
報
道
写
真
展
～
い
ま
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
」
が
７
月

８
日
ま
で
10
日
間
、
朝
日
新

聞
東
京
本
社
２
階
コ
ン
コ
ー

皆
さ
ん
と
一
緒
に
探
っ
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

(

今
村
修)

長
は
言
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
で
、
「
Ｓ
Ｃ
の
交
代
が
早

い
。
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
と

心
を
開
い
た
こ
ろ
に
、
他
の

人
に
代
わ
る
」
と
い
っ
た
保

護
者
の
声
も
聞
き
ま
し
た
。

専
門
家
は
今
後
、
さ
ま
ざ

ま
な
惨
事
ス
ト
レ
ス
が
現
れ

る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。ベ

ル
マ
ー
ク
財
団
で
は
、

こ
う
し
た
地
元
の
声
を
踏
ま

え
て
、
実
情
に
合
っ
た
支
援

の
形
を
校
長
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

２
度
に
わ
た
る
巨
大
な
揺

れ
の
恐
怖
を
胸
に
刻
み
、
今

な
お
、
こ
う
し
た
風
景
の
中

で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
心

の
ケ
ア
も
重
要
で
す
。
被
災

校
に
は
全
国
か
ら
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー(

Ｓ
Ｃ)

や
養

護
教
諭
が
応
援
に
入
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
て

い
ま
す
。

「
夜
眠
れ
な
い
と
か
一
人

で
寝
ら
れ
な
い
と
か
、
訴
え

る
子
ど
も
は
ず
い
ぶ
ん
少
な

く
な
り
ま
し
た
」
と
中
村
会

に
凸
凹
し
た
道
路
、
あ
ち
こ

ち
の
屋
根
を
覆
う
雨
除
け
の

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
崩
れ
落
ち

た
熊
本
城
の
石
垣


。

た
っ
た
今
も
、
至
る
と
こ
ろ

に
無
惨
な
地
震
の
爪
痕
が
残

っ
て
い
ま
す
。
ひ
し
ゃ
げ
た

家
、
傾
い
た
ビ
ル
、
不
自
然

を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
近
く
結
果

が
出
る
そ
う
で
す
。

被
災
地
に
は
２
カ
月
以
上

な
り
近
く
の
小
学
校
に
間
借

り
し
た
中
学
校
、
体
育
館
を

仕
切
っ
て
教
室
に
し
て
い
る

中
学
校
、
校
庭
に
張
っ
た
テ

ン
ト
の
中
で
授
業
を
し
て
い

る
高
校
も
あ
り
ま
す
。

補
助
食
品
の
緊
急
援
助
を

し
た
学
校
の
内
、
一
部
は
業

者
に
よ
る
お
弁
当
給
食
に
切

り
替
わ
り
ま
し
た
が
、
パ
ン

と
牛
乳
の
簡
易
給
食
の
ま
ま

と
い
う
地
域
も
ま
だ
残
っ
て

い
ま
す
。

学
校
の
備
品
や
施
設
も
色

ん
な
も
の
が
壊
れ
ま
し
た
。

中
村
会
長
が
校
長
を
務
め
る

熊
本
市
立
白
川
中
学
校
で
は

地
震
の
後
、
水
道
代
が
急
に

そ
れ
ま
で
の
10
倍
以
上
に
跳

ね
上
が
り
ま
し
た
。
地
下
で

漏
水
が
起
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
行
政
も
支
援
に
乗
り
出

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
受

け
る
に
は
、
漏
水
が
地
震
に

よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
パ
ソ
コ

ン
な
ど
の
不
具
合
も
同
様

で
、
「
結
構
そ
の
証
明
が
大

変
」
と
戸
惑
い
を
隠
せ
ま
せ

ん
。校

長
会
は
県
内
の
小
中
学

校
に
対
し
て
、
被
害
の
実
態

地
震
発
生
直
後
か
ら
学
校

は
住
民
の
避
難
所
に
な
り
ま

し
た
。
熊
本
市
内
で
は
13

校
、
と
り
わ
け
被
害
が
激
し

か
っ
た
益
城
町
と
南
阿
蘇
村

で
は
、
校
舎
内
に
入
れ
な
い

状
態
の
１
校
を
除
き
、
す
べ

て
の
小
中
学
校
が
避
難
所
で

し
た
。
体
育
館
の
被
害
が
多

く

教
室
も
使
わ
れ
ま
し
た


授
業
と
隣
り
合
わ
せ
で
、
住

民
が
今
も
避
難
生
活
を
続
け

て
い
る
学
校
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
校
舎
が
使
え
な
く

に
張
り
紙
し
ま
し
た
。
２
階

の
教
室
や
体
育
館
は
避
難
所

に
、
１
階
は
自
衛
隊
の
本
部

に
な
り
ま
し
た
。

先
生
が
生
徒
に
「
避
難
し

て
く
る
人
た
ち
の
布
団
や
毛

布
が
足
り
な
い
」
と
話
し
た

と
こ
ろ
、
生
徒
た
ち
が
被
害

を
受
け
ず
に
す
ん
だ
家
庭
か

ら
布
団
や
毛
布
を
教
室
が
い

っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
集
め
ま

し
た
。
ト
イ
レ
掃
除
や
部
屋

の
掃
除
も
自
ら
進
ん
で
こ
な

す
生
徒
た
ち
に
も
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。

校
庭
は
延
べ
７
０
０
人
の

自
衛
隊
員
が
４
カ
月
弱
テ
ン

ト
を
張
り
、
自
衛
隊
車
両
の

駐
車
場
と
し
て
使
わ
れ
ま
し

た
。
被
災
地
の
た
め
に
頑
張

っ
て
く
れ
て
い
る
隊
員
た
ち

の
様
子
を
目
の
あ
た
り
に
し

て
、
生
徒
た
ち
も
多
く
の
こ

と
を
学
ん
だ
そ
う
で
す
。
自

衛
隊
が
退
去
す
る
時
に
は
、

生
徒
た
ち
が
セ
レ
モ
ニ
ー
を

開
き
ま
し
た
。

「
自
衛
隊
の
方
か
ら
、

『
子
ど
も
た
ち
の
さ
わ
や
か

な
挨
拶
で
元
気
を
い
た
だ

き
、
自
分
た
ち
も
学
び
ま
し

た
』
と
言
わ
れ
た
時
は
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
」
と
菅
原
校

長
は
話
し
ま
し
た
。

い
ま
す
。
学
校
が
必
要
な
支

援
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で

す
」
と
応
じ
ま
し
た
。

財
団
の

年
度
バ
ス
代
援

助
に
は
、
岩
手
26
、
宮
城


、
福
島
６
の
合
計
66
校
か

ら
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

菅
原
会
長
に
よ
る
と
、
岩

手
県
で
は
現
在
、
仮
設
住
宅

が
あ
る
た
め
に
校
庭
が
使
え

な
い
中
学
校
が
９
校
あ
り
ま

す
。
６
校
で
は
現
在
で
も
仮

設
校
舎
で
授
業
を
し
て
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
生

徒
も
多
く
、
引
き
続
き
心
の

ケ
ア
が
必
要
だ
と
専
門
家
た

ち
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。

◇

菅
原
会
長
は
震
災
当
時
は

釜
石
市
の
甲
子
中
学
校
の
校

長
で
し
た
。
沿
岸
か
ら
９
キ

ロ
ほ
ど
内
陸
に
あ
る
た
め
、

校
舎
は
津
波
の
被
害
を
受
け

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

震
災
翌
日
か
ら
避
難
所
と

自
衛
隊
の
拠
点
に
な
り
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
へ
の
通
信
手

段
が
な
か
っ
た
の
で
、
校
門

か
ら
12
月
に
26
校
で
計
62
台

の
バ
ス
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
た
そ
う
で
す
。
バ
ス
代
の

高
騰
の
た
め
、
前
年
度
の
約

１
０
０
台
よ
り
は
減
り
ま
し

た
。財

団
の
中
島
泰
常
務
理
事

は
「
16
年
度
も
予
算
化
し
て

岩
手
県
中
学
校
長
会
の
菅

原
正
弘
会
長
（
盛
岡
市
立
河

南
中
学
校
長
）
が
５
月
24

日
、
ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
を
訪

れ
、
財
団
が
援
助
し
て
い
る

バ
ス
費
用
に
つ
い
て
、
「
岩

手
県
は
沿
岸
か
ら
内
陸
ま
で

１
０
０
キ
ロ
以
上
あ
り
、
部

活
動
の
交
流
試
合
に
バ
ス
で

遠
征
す
る
に
も
費
用
が
か
さ

み
ま
す
。
本
当
に
助
か
っ
て

い
ま
す
」
と
感
謝
を
伝
え
ま

し
た
。

２
０
１
５
年
度
は
、
５
月

ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
が
支
援

す
る
「
福
島
・
水
俣
教
育
交

流
事
業
」(

福
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
主
催
、
福
島
・
水
俣

教
育
交
流
実
行
委
員
会
主

管)

が
７
月
28
～
31
日
、
福

島
市
で
開
か
れ
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
の
被
害
か
ら
立
ち

上
が
る
福
島
県
と
、
水
俣
病

の
惨
禍
か
ら
蘇
っ
た
水
俣
市

の
中
学
生
が
一
堂
に
集
っ
て

復
興
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

で
す
。
今
回
は
水
俣
か
ら
24

人
の
中
学
生
が
福
島
を
訪

問
。
４
月
の
熊
本
地
震
の
体

験
も
持
ち
寄
り
、
福
島
側
の

39
人
と
、
熱
く
、
楽
し
く
前

向
き
な
４
日
間
を
過
ご
し
ま

す
。

品
を
な
く
し
た
子
ど
も
た
ち

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

か
な
り
長
い
期
間
に
わ
た

る
支
援
が
必
要
な
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

熊
本
地
震
の
緊
急
友
愛
援

助
の
申
込
書
は
、
財
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
ベ
ル
マ
ー

ク
教
育
助
成
財
団
総
務
部

(

電
話
03
・
５
１
４
８
・
７

２
５
５)

へ
。

る
子
ど
も
た
ち
に
、
温
か
い

手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ

い
。友

愛
援
助
は
、
自
分
の
と

こ
ろ
が
持
っ
て
い
る
ベ
ル
マ

ー
ク
預
金
を
使
っ
て
、
援
助

資
金
を
直
接
寄
付
で
き
る
仕

組
み
で
す
。

被
災
地
で
は
、
多
く
の
校

舎
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

教
室
や
体
育
館
が
被
災
し
た

住
民
の
避
難
所
に
な
っ
た

り
、
休
校
を
長
く
強
い
ら
れ

た
り
し
て
い
る
学
校
も
多

く
、
自
宅
が
損
壊
し
て
学
用

熊
本
県
を
中
心
に
４
月
か

ら
続
い
た
一
連
の
地
震
に
よ

っ
て
被
災
し
た
学
校
へ
の
支

援
と
し
て
、
ベ
ル
マ
ー
ク
教

育
助
成
財
団
は
全
国
の
ベ
ル

マ
ー
ク
運
動
参
加
校
・
団
体

か
ら
、
緊
急
の
友
愛
援
助
を

募
集
し
ま
す
。
財

団
は
、
現
地
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
組
織
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
支
援
の
対
象

と
す
る
学
校
や
支
援
内
容
の

調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
い

た
だ
く
友
愛
援
助
は
支
援
の

資
金
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

受
付
期
間
は
設
け
ま
せ
ん
。

被
災
地
で
厳
し
い
環
境
で
の

「
学
び
」
を
強
い
ら
れ
て
い

「
不
幸
中
の
幸
い
は
、
子
ど
も
に
一
人
の
犠
牲
者
も
出
な
か
っ
た
こ
と
で
す
」
。
ベ

ル
マ
ー
ク
財
団
は
６
月
下
旬
に
、
熊
本
県
小
中
学
校
校
長
会
を
訪
ね
、
中
村
貞
二
会

長
、
馬
場
正
文
副
会
長
、
西
村
登
事
務
局
長
か
ら
熊
本
地
震
に
伴
う
、
県
内
の
学
校
の

被
害
状
況
や
子
ど
も
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
２
度
に
わ
た
る
巨

大
な
揺
れ
の
恐
ろ
し
さ
を
交
え
な
が
ら
語
ら
れ
る
「
学
校
の
今
」
の
端
々
か
ら
、
抱
え

る
課
題
の
大
き
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

｢

バ
ス
代
支
援
助
か
る｣

岩
手

校
長
会
長
が
財
団
来
訪

つ
ぶ
れ
た
住
宅
が
ま
だ
そ
の

ま
ま
残
っ
て
い
る
＝
熊
本

市
、
益
城
町
境
付
近

熊本地震

教
室
も
避
難
所
に

テ
ン
ト
で
授
業
の
高
校
も

朝
日
本
社
で

写
真
展
開
催

義
援
金
呼
び
か
け

栃
木･

日
新
中

財
団
に
お
礼
状

５
人
が
見
学

心
の
ケ
ア
ど
う
す
る

４
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
に
申
し
込
ん
だ
分

▽
三
重
県

漕
代
幼
稚
園
（
松
阪
市
）
▽
熊
本
県

西
原
小

（
熊
本
市
西
区
）

５
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
に
申
し
込
ん
だ
分

▽
北
海
道

本
町
小
（
札
幌
市
東
区
）
あ
や
め
野
小
（
札
幌

市
豊
平
区
）
▽
山
形
県

余
目
第
一
幼
稚
園
（
庄
内
町
）
▽

東
京
都

上
北
沢
小
（
世
田
谷
区
）
和
光
大
学
（
町
田
市
）

▽
長
野
県

小
谷
小
（
小
谷
村
）
三
水
第
一
小
（
飯
綱
町
）

▽
兵
庫
県

関
西
学
院
幼
稚
園
（
西
宮
市
）
▽
岡
山
県

鹿

田
小
（
岡
山
市
北
区
）

６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に
申
し
込
ん
だ
分

▽
東
京
都

東
深
沢
中
（
世
田
谷
区
）
▽
神
奈
川
県

大
沼

小
（
相
模
原
市
南
区
）
▽
兵
庫
県

広
峰
小
（
姫
路
市
）

▼
北
海
道

佐
藤
玲

南
京
極
小

学
校
▼
青
森
県

桜
田
良
子
▼
宮

城
県

丹
治
美
佳
▼
秋
田
県

鈴
木
薫
▼
山
形
県

多
賀
部

裕
美
子
▼
福
島
県

小
林
桃
子
▼
茨
城
県

平
原
緑
▼
栃
木

県

江
田
健
市
▼
埼
玉
県

杉
浦
廣
子

田
嶋
康
恵

Ａ
Ｓ

Ａ
戸
田
東
部
福
田
新
聞
販
売
店

野
沢
剛

ボ
ッ
シ
ュ
む
さ

し
寮
ス
タ
ッ
フ
一
同
▼
千
葉
県

湊
範
子

有
限
会
社
ベ
ス

ト
パ
ー
ツ

藍
場
英
光

浅
野
寿
子

荒
牧
尚
美

セ
ノ
ー

株
式
会
社
▼
東
京
都

生
澤
英
彦

上
田
由
佳
里

桑
原
惠

子

酒
井
泰
子

寺
田
真
人

フ
ォ
ー
テ
ィ
ー

武
蔵
野
ば

あ
ば

山
田
久
代

涌
井
泰
子

井
上
一
郎

Ｊ
Ｙ
Ｊ
へ
の

愛
を
さ
さ
や
く

小
口
陽
子

平
山
昌
弘

松
田
祐
子

三

島
み
な
子

鈴
木
幸
恵
▼
神
奈
川
県

鈴
木
英
一

古
田
惠

子

髙
橋
牧
子
▼
新
潟
県

住
友
電
工
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
株
式

会
社
田
口
事
業
所

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
労
働
組
合
新
潟
支
部
▼
山
梨
県

堀
口
香
代
子
▼
長
野
県

塚
田
康
子
▼
岐
阜
県

奥
原
た
か
し
▼
静
岡
県

畠
中
将

也

前
川
惠
子

吉
川
幸
子

山
本
桂
子

曽
我
小
学
校
学

童
保
育
所

ア
イ
ス
タ
ー
商
事
代
理
店
杉
山
三
千
子
▼
愛
知

県

宇
治
清
子

伊
藤
さ
ち
子

手
嶋
か
り
な

ペ
ッ
ト
サ

ロ
ン
ｂ
ｂ

メ
ン
テ
ッ
ク
オ
ー
ク
ボ
▼
三
重
県

東
爪
克
子

堀
雄
治

山
森
房
子
▼
滋
賀
県

堀
川
健
▼
京
都
府

森

脇
純
子

佐
藤
晃
子
▼
大
阪
府

大
西
祐
子

溝
口
し
げ
み

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社
な
ん
ば
支
社

山
口
裕

山
本
真
輝
▼
兵
庫
県

福
田
登
三
枝

柴
田
千
秋

萩
野

智
子

西
岡
浩
人

中
垣
正
巳
▼
奈
良
県

宮
崎
新
嗣

鈴

木
貴
子
▼
和
歌
山
県

谷
口
庄
作
▼
岡
山
県

中
村
泰
子

近
藤
良
子
▼
広
島
県

栗
栖
正
史
▼
香
川
県

山
本
エ
リ
▼

福
岡
県

佐
藤
直
子

徳
重
和
子
・
尋
美

株
式
会
社
木
村

技
研

南
條
美
恵
▼
佐
賀
県

南
里
勝
巳
▼
大
分
県

上
坂

美
智
代

石
堂
泰
史
▼
沖
縄
県

与
儀
愛
子
▼
調
所
文
子

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
お
い
ば
ら
▼
無
記
名
＝
23
件

▼
北
海
道

美
唄
消
費
者
協
会

ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
株
式
会
社

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局
▼
宮
城
県

斎
藤
千
賀
▼
栃
木
県

鈴
木
め
ぐ
み
▼
埼
玉
県

福
田
光
宏
▼
千
葉
県

一
戸
朋
子

関
田
元
子

森
髙
三
恵
子
▼
東
京
都

上
田
由
佳
里

川

上
洋
一

川
口

小
泉
眞
理

住
友
不
動
産
建
物
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
マ
ン
シ
ョ
ン
会
計
セ
ン
タ
ー

多
摩
南
部
朝
日
会

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

藤

村
み
ど
り

ブ
ラ
ザ
ー
工
業
株
式
会
社
法
務
・
環
境
・
総
務

部
有
志
一
同

本
田
税
務
会
計
事
務
所

森
山
倫
子

日
本

基
督
教
団
小
金
井
緑
町
教
会

株
式
会
社
テ
ィ
ッ
プ
ネ
ス

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会
社

中
央
区
立
有
馬
幼
稚
園
▼

神
奈
川
県

坂
巻
順
子

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

全
国
本
部
川
崎
セ
ン
タ
ー

加
藤
容
子

Ａ
Ｓ
Ａ
二
俣
川
▼

岐
阜
県

岐
阜
県
Ｊ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
▼
愛

知
県

風
の
苑
マ
グ
ノ
リ
ア

長
江
政
則
▼
京
都
府

八
里

伊
津
美

高
山
範
子
▼
大
阪
府

上
枝
美
弥
子

ほ
っ
と
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
御
殿
山

間
宮
里
美

山
本
真
輝
▼
兵
庫
県

有
澤
敦
子

宮
田
真
衣
▼
島
根
県

金
山
和
雄
▼
香
川
県

全
労
金
四
国
労
働
金
庫
労
働
組
合
▼
福
岡
県

山
本
美
希
▼

鹿
児
島
県

修
行
さ
と
み

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

あ
い
館
▼
無
記
名
＝
16
件
●
震
災
寄
付

柳
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
一
万
円

下
津
さ
ち
え

下
野
和
代

谷
口
ま
ゆ
み

中
野
芳
輝

西
本
願
寺
鹿
児
島
別
院

日
本
生
命
鹿
児
島
支
社

野
田

樋
口
昌
子

ホ
テ
ル
霧
島
キ
ャ
ッ
ス
ル

南
日
本
銀
行
東
谷

山
支
店

宮
内
さ
く
ら

宮
腰
伸
子

宮
田
内
科
▼

池
田

直
子

タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
▼
無
記
名
＝
26
件

菅原正弘会長 崩れ落ちた熊本城の石垣

５
月

日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

今
年
は
福
島
へ

７
月
に
交
流
会

(７)★ ２０１６年() ベ ル マ ー ク 新 聞 第３種郵便物認可


